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研究成果の概要（和文）：歴史研究では、政治体制の変化で時間軸を「分断」する傾向がある。インドネシア近
現代史では、第2次世界大戦で歴史を「分断」する研究が通例となっている。本研究では、日本占領期を、独立
後のインドネシアの播種期と捉えなおし、日本占領期の軍の人脈、教育、文化・社会活動が、戦後インドネシア
社会に与えた影響を検証することで、歴史の「連続性」や「継続性」を見出してきた。また、多角的に検証する
本研究では、デジタル技術を活用し、デジタル・ヒューマニティーズ研究という新たな歴史研究を導入した。こ
れにより、言語的困難さの解決に向けた日・蘭両語史資料の一部を英訳した。また、オンライン国際シンポジウ
ムにより成果を公開した。

研究成果の概要（英文）：History is often divided by the political events and system changes. In the 
case of Indonesian Modern History, World War two is often seen as the most critical historical 
breakpoint. However, in terms of human relationships, personal connections, the educational and 
social systems as well as military organization, this research revealed that the Japanese occupation
 period did not divide the history of Indonesia but rather can be seen as a period of germination 
for the next phase, Indonesian independence, or post-war Indonesian society.
Application of digital technology to historical research came to occupy an important position in 
this project. Some of the collected original materials was digitalized and included in a new 
searchable database. Additionally, one difficulty for Japanese occupied Indonesia has been that 
researchers need to deal with multiple language materials. Through the promotion of digital 
humanities, some materials have been converted into English for future research.

研究分野： Historical Anthropology

キーワード： Indonesian History　Japanese Occupation　Post Colonial Studies
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の柱は2つあり、一つは日本占領期インドネシアの歴史で史料的重要性を占める、日本語史料および日
本語による研究の国際化であり、二つ目はデジタル技術を歴史分野において有効活用をすることである。この2
点から日本占領期インドネシアという時代をインドネシア近現代史の中で、分断された研究対象という位置づけ
から連続した歴史の一時代に捉えなおすことであった。国際学会での発表および国際シンポジウムの開催での発
表、更にデジタル化の紹介を通じ、本研究の学術的意義を海外の研究者と共有することができた。今後の国際的
な研究の場を提供するデジタル土壌を構築したことは、学術的にも意義のある研究になった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
日本占領期インドネシア研究は、東西冷戦期、米国の地域研究政策の一環として 1960 年代前か
ら米国コーネル大学を中心に進められ、当初は、日本占領期のインドネシアを経験した Benda 
(1958)やハワイ出身で日本語に長けた Kanahele (1967)のように、日本語も含めた多言語の史資
料も使い研究は行われた。しかし、その後、日本語という言語の壁から Anderson (1972) や
Robinson (1995)のように、日本語史資料が限定的であるか、既に他の学者が使った一部の翻訳
に依拠するばかりであった。一方、後藤乾一、倉沢愛子ら国内第一人者は、戦時下日本の情報を
収集記録していたオランダの史資料が比較的少なく、成果の多くは日本語で出版された為、国外
研究者への波及効果は限定的なものであった。オランダでは、第 2次世界大戦中から史料を収集
し、史資料の多さは比類ないものであったが、日本語という言語の問題を抱えると同時に植民地
を失った経験と日本占領下の個々人の辛苦が、反映した研究が基礎になり（de Jong 1969-1994, 
van Velden 1963）、独自の発展を遂げ、多角的な研究に向かわなかった状況が続いていた。この
ように、夫々の「偏った」史料や各々の学問背景から構築された日本占領期インドネシア史は、
国際研究の場において、その理解に齟齬が生じ、議論を難しくし、近現代インドネシア史におい
て、戦前・戦後との連関が不明な「失われた環」となっていた。 
多言語という問題から派生した一次資料の精査及び検証がないまま進められた研究は、現代の
政治に翻弄され、政治色の強い視座で歴史を紡ぐ傾向にあり、次世代研究者から嫌忌されてきた。
特に、日本占領期インドネシア研究者は、国内で激減している。国外では、インターネット技術
の進歩により、今まで「史実」とされてきた紋切り型の歴史研究に疑念を抱き、日本語という言
語の問題を抱えながらも、あえて日本占領期に興味を抱く研究者も世代を超えて増えている
（Collins 2016, Pols 2016）一方、アレゴリズムの関係からか、政治言説を先鋭化させかねな
い研究も行われつつある。 
このような日本占領期インドネシア研究への懸念と国外研究者の需要を踏まえ、国外では少し
ずつ基盤整備へと努力を見せてきた。2010 年にはオランダ戦争資料研究所(NIOD)が中心になり、
The Encyclopedia of Indonesia in the Pacific War を、また CORTS 財団が防衛研究所監修の
『蘭印攻略作戦』と『蘭印・ベンガル湾方面海軍侵攻作戦』を英訳し、それぞれ The Invasion 
of the Dutch East Indies (2015)、The Operations of the Navy in the Dutch East Indies 
and the Bay of Bengal (2018)としてライデン大学から出版した。また、日・イ国交６０年の本
年８月には、インドネシア文化庁とオランダ政府および倉沢愛子（本研究分担者）が中心となり、
日本占領期インドネシアの史資料展示会をインドネシア国立図書館で開催した。このような海
外での動きがあるものの、現存する日蘭両語の文献および史資料の分量を鑑み、未だ言語問題を
孕んだ資料的困難さを抱えていたのが、本研究当初の背景である。 
 
２．研究の目的 
本研究は、インドネシア近現代史の中で、政治的にも史資料的にも、「分断」された特殊な時期
として扱われている日本占領期を、インドネシア近現代史の「蝶番」と位置づけ、連続した通史
を国際研究の場で再構築することを考えた。本研究は、先行研究の史資料の問題を受け、また歴
史研究の基礎的手法を重要視し、一次史資料の精査を行い、英語による紹介も含め、国際基盤整
備に貢献することを目指した。特に、現存する史資料の多さを鑑み、社会や文化の連続性を詳ら
かにすることが可能な、人的・社会的ネットワークの中でも、軍人、教育、文化活動という点に
着目し、占領期と戦後インドネシア社会との「連続性」や「継続性」が見出すことを目的とした。 
本研究は、戦後のインドネシア社会に影響した、現代インドネシア史の「失われた環」とも言
える日本占領期の空白を埋めること、また国際社会で共通の研究基盤を作ることも目的とし、デ
ジタル技術を使い、史資料をデータベース化し歴史の連続性を紹介することも目的とした。 
 
３．研究の方法 
史資料の調査および集積史資料のデータベース化が研究方法の２つの柱である。 
史資料に関しては、日本語、オランダ語、インドネシア語の公文書、当時出版された新聞・雑
誌、回想録といった史資料を収集、整理、翻訳、分析し、日本占領期インドネシアの人脈や社会・
文化活動また教育が戦後のインドネシア社会に与えた影響を検証した。特に、以下の２点に関し
て焦点を当て調査を進めていった。 
（１）日本占領期のインドネシア軍政の関係者、企業、法律制度、メディア、芸術、教育、地域
社会等に関する人脈および活動を、公文書及び文献図書調査から明らかにする。 
（２）日本占領期インドネシアで出版された新聞、雑誌を収集し、教育や社会活動また人物に関
する記述を精査検証し、当時の実態を明らかにする。 
具体的調査の概略は以下のとおりである。①史資料調査から、軍政に関係した日・蘭およびイ
ンドネシア人に関するデータ抽出精査、データ入力。②軍政期および戦後の映像・録音の発掘保
全。当時インドネシアで出版した新聞、雑誌のデータ入力および一部デジタル化。資料リストお
よび資料内容抜粋の英文作成。③オランダ国立戦争資料研究所（NIOD）所蔵の戦後オランダが没



収した戦中インドネシア在住日本人の日記を社会状況および人間関係を中心に精査、抜粋を英
語にする。①～③の英文資料・リストは、研究代表者、研究分担者、国外研究協力者で共有、す
でに立ち上げている本研究のホームページ（http://lapangan.net/ring/）に掲載し、占領下の
人脈・ネットワーク体系図も作成し掲載する。 
多言語を扱う本研究では、本研究代表および分担研究者のほか海外研究協力者も参画し、本分
野の研究において、国内外での研究基盤が盤石なものになるように研究を進めることとした。 
 
４．研究成果 
本研究は、「インドネシア現代史の『失われた環』―戦前戦後をつなぐ日本軍政ネットワーク」
（16H05679)の延長線上の研究であるため、初年度である 2019 年度の研究では、これまでの研究
の総括としての実績が多かった。「日本軍政期インドネシア史料展」が 6月 21～29 日の期間、立
教大学の図書館において開催されたが、本研究で収集した日本占領期当時の史料を、インドネシ
アからの複製資料とともに展示し、研究の成果を発表することができた。また、本研究の中心課
題であるインドネシア現代史の連続性の研究として、９月にベルリンで開催された EuroSEAS で、
戦中・戦後の人脈についてのパネルを本研究の代表および分担研究者２名に加え、オランダの
NIOD の元上席研究員 Peter Post とともに発表した。また、ライデン大学で 7 月に開催された
ICAS では、オランダ領東印度と日本占領期インドネシアの関係について、研究代表および２名
の研究分担者、および NIDO 上席研究員 Evelin Buchheim がパネル発表をした。今年度当初の研
究計画の一つであった日本占領期インドネシアで出版された新聞、雑誌収集も進んだ。なかでも
日本海軍が軍政を敷いた地域で発行した『セレベス新聞』および Pewarta Selebes のメナド版と
マカッサル版を、日本とオランダで多量に発掘・収集できた。各研究者の研究史料整理およびデ
ータ入力は着実に進んでおり、研究分担者倉沢愛子は収集してきた日本語史資料を纏め出版し
た。 
2020 年初頭から本格化した新型コロナウィルスの影響もあり、国内外の移動が困難になった
が、研究方法の柱の一つであるデジタル技術を活用し、史資料の整理、保存、および分析、また
データベースの研究に、大きく舵を切ることになった。また、国際学会及び国際シンポジウム等
も遠隔技術が波及し、より密且つ広範囲の研究者と交流ができることになった。以下は、コロナ
禍以降 2020 年度～2022 年度の研究成果を、項目ごとにまとめたものである。 
（１） デジタル化よびデータベース化の推進 
移動の難しい社会状況の中で、デジタル化を推進し、研究者間の史料整理に着手している。今
後社会の変化に対応できるのみならず、海外調査の際二重に史料を探すようなことを避けるこ
とができる仕組みになった。デジタル化の効能で、調査の効率が上がるようになり、デジタル史
料の作成は本研究調査の両輪の一つを担うようにしていった。データベースは、①収集した史料
のキーワード検索ができる機能を持つものと、②収集した史資料から集めたデータで構築した
人物相関図（下記参照）があり、今後更なるデータが集積させる土台になっている。 
 

 

 

（２） 学会発表・論文等発表 
① 学会発表 
学会発表が遠隔で開催されるようになり、国際学会発表は積極的に行った。Yamamoto 
Mayumi（研究代表者）および Horton William Bradley（分担研究者）が、European 
Association for Southeast Asian Studies で"Chrysanthemum as a Sword: Prelude to 



the Malaria War in Japanese Military Occupied Indonesia", "Our Medicine: 
Alternative Medicines for Malaria from Local Renewable Resources during the 
Japanese Occupation of Indonesia"発表を行い、また研究代表者がインドネシア国立
アイルランガ大学主催のレクチャーシリーズでも本研究を講演することで、海外への波
及効果があった。デジタル化に関する、国際学会発表は、 Mayumi Yamamoto (研究代表）
"Addressing Challenges of Digitalization: A Nouveau Epoch of History in the 
Digital Era" (AAS annual conference at Boston, organizing and presenting a 
special round table session)の他、Horton, William Bradley, Suguri Hiroki も発表
した。 
② 論文発表・書籍出版論文発表 
冷戦期の 日イ関係を扱った 2本を山﨑功（分担研究者）の他、Horton, William Bradley 
（研究分担者）"Digiti Humanities in the Covid Era" Paramita: Historical Studies 
Journal, 32(2), 2022, pp. 243-252、倉沢愛子「戦後 77 年に想う：風化できぬ思い真
実」『経済』No.324 
書籍は、 後藤乾一（研究分担者）『日本の南進と大東亜共栄圏』めこん 倉沢愛子（研
究分担者）『ワクチン開発と戦争犯罪――インドネシア破傷風事件の真相』岩波書店 「穀
倉地帯から工業団地へ――そして村はどう変わったのか」内藤耕編『工業団地がやって
きた』風響社 
 

（３） 国際シンポジウム開催 
 本研究の総まとめとして、2024 年 1 月に 2日間にわたり、国際シンポジウムを開催した。本研
究代表および分担者に加え、国内外から日本インドネシア占領期の研究者を招集し、研究代表者
の所属機関である宮城大学を会場とし、同時に本研究で収集した稀少文献および史料を展示し
た。インターネットを通じて配信も行い、同時に録画映像も残した。米国の大学院生も参加し、
本研究が次世代へ引き継がれる形で行い、シンポジウムは、1名のパネリストの日本語発表に同
時英語通訳を入れた以外、すべて英語で行い、海外からもチャットの質問もあったため、国内外
に本研究の成果を伝えることができた。 本研究の主眼は 2点あり、一つは「日本占領期インド
ネシア」が戦前と戦後を繋いでいるはずだが、現在のインドネシア現代史の中では、言語的な難
しさから継続性を見出す研究は少ない。特に戦中から戦後への連関が見える研究は少ないとい
うことから、シンポジウムでは、法律、軍の体制、水のインフラ、戦後裁判と人脈、医科学研究
所、インドネシア在住元日本兵等、連続性を紹介する研究を発表した。もう一つの研究主眼とし
ては、本研究また本研究代表および分担者が収集した研究史資料のデジタル化を推進し、史資料
（特にオリジナル史料）の散逸を食い止めると同時に、史料を基にしながら日本占領期インドネ
シアに関わったオランダ、日本、インドネシア等の人々の人物相関図を作成することであった。
データ ベースを製作するにあたり、人文社会会学者と情報科学を専門とする研究者の間で、膨
大な資史料の中から貴重なものの順位を決めて、データベースに反映した。人物相関図は、本研
究分担者及び代表が執筆した書籍および論文からデータを取り出し作成している。2023 年度末
には 100 人余の人物の相関関係及び各人の簡略版バイオデータが出来上がっている。最終年度
の為、各研究者が国際シンポジウムのため研究の集大成を行った。 
 
 5 年にわたる、本研究を通じて政治・経済・文化に直接影響を与える人的なネットワークおよ
び戦前・戦中・戦後の連続性を見出すことはできた。また、COVID19 社会の中で、国際的にもデ
ジタル技術が進み、インターネット活用が日常になった今、本研究の一翼でもあるデジタル・ヒ
ューマニティーズは、これまで以上に国際的な研究の場を提供する土壌を醸成した。一方、本研
究の中心が政治・経済・文化を先導してきたエリート層であったため、人種の違い、門地や経済
的格差が大きいインドネシアの社会の全体像における日本占領期の連続性を明らかにするには、
まだ課題を残していることが明白になった。市井の人々の生活を詳らかにすることで、日本占領
期インドネシア社会の全体像を分析するという、今後の研究の必要性が明らかになった。 



５．主な発表論文等

〔雑誌論文〕　計5件（うち査読付論文　2件／うち国際共著　0件／うちオープンアクセス　5件）

2022年

2022年

2022年

2022年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ヌグロホ・ノトスサントとインドネシア＝日本関係について（2）

佐賀大学芸術デザイン学部研究論文集 81-89

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
山﨑功 5
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